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本書の特徴： 

１． フラーレン・ナノチューブ・グラフェンの最新情報！ 

２． 高校生から一線の研究者まで読むことができる。 

３． 本文以上の量の脚注で、専門用語解説を行った。 

４． 基礎と応用で、何が問題で、何が課題かを示した。 

５． 単一の著者による、一貫した記述。 

想定する読者： 

１． 高校生から大学生まで（最先端研究のドアを開く。） 

２． 大学院生（分野全体を知る、研究の考え方を学ぶ） 

３． 企業や大学の研究者（応用の現実、未解決問題を知る） 

４． 一般の人（最先端科学に触れる、授業や研修のネタ） 
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●この本は、ブルーバックスのような一般

向けの啓蒙書ではありません。また、式で

読み解く物理の専門書でもありません。

（式がないわけではありません）。本書は、

まったくの初歩的な知識から、最先端の知

識までいろいろな階層のレベルが混在し

て書かれています。したがって読者のレベ

ルに応じて、難しいと感じるところが異な

ります。大学の研究者でも難しいと感じる

部分（☆☆☆の節）もあります。 

●最先端の結果を、１つ１つ式によって

導出していません。最先端の結果を得る

にいたった目的とは何か、また過去、現

在、未来における意味は何か、について

焦点をあてています。この点が知識を整

理したハンドブックとは異なります。知

識の提供というより、研究を行うための

エネルギーを与えたいと考えています。 

●この本を読破された人は、もう初心者

というレベルではなく、第１線の研究者

と同じぐらいの知識を持っています。学

会や研究会で研究者が何を言っているか、

何を目指しているかある程度理解できま

す。部分的に読破されるだけでも、十分

に楽しめると思います。 

●もし本当にある課題に対して研究をす

るには、この本で紹介した論文や専門書

を読み進み、専門とする分野をより深く

理解することが必要です。より深く理解

して、研究の即戦力になることは本書の

目的ではありません。ご理解いただけれ

ば幸いです。 


